
第５次朝霞市総合計画後期基本計画（素案）施策体系

no 章 政策分野 大柱 中柱
新
規

移
動

統
合

削
除

名
称
変
更

no 章 政策分野 大柱 中柱
新
規

移
動

統
合

削
除

名
称
変
更

2 2 地域防災力の強化

防災対策の推進1 1 災害対策・防犯・市民
生活

1 防災・消防 1

3 3 消防体制の充実

4 2 生活 1 防犯のまちづくりの推進

5 2 消費者の自立支援の充実

6 3 安心できる葬祭の場の提供

7 2 健康・福祉 1 地域福祉 1

8 2 生活困窮者等への支援
〇

地域共生社会の構築

〇 〇

9 2 1 子育て支援・青少年育成 1 2 子どもたちが健やかに育つ環境整備

10 2 3 子育て家庭を支えるための環境整備

〇 〇

〇 〇

11 3 1 幼児期等の教育と保育の充実

〇

12 4 青少年の健全育成の充実

13 3 2 高齢者支援 1 健康で活躍できる地域社会の推進

14 2 自立のためのサービスの確立

〇

15 3 安全・安心な生活ができる環境整備

〇

16 4 地域包括ケアシステムの推進
〇

訂正資料６－２



備考 小柱
新
規

移
動

統
合

削
除

名
称
変
更

内
容
変
更

備考 頁

1 総合的な防災体制の強化

2 防災施設などの整備

1 防災意識の高揚

2 自主防災活動の支援 〇
朝霞市地域防災アドバイ
ザーの役割を追加

3 地域防災の連携

1 埼玉県南西部消防本部との連携

2 消防団の充実 〇 消防団の役割見直しを追加

1 防犯活動の充実

2 防犯環境の整備

1 消費生活への支援 〇
有資格者による消費生活相
談の記述を削除

2 消費生活相談の充実

1 斎場の適正な管理運営 〇 小規模葬儀への対応を追加

2 墓地の設置状況の把握 〇 施策背景の記述を追加

備考 小柱
新
規

移
動

統
合

削
除

名
称
変
更

内
容
変
更

備考 頁

1
地域福祉推進体制の充実共生社会に向けた新たな支
援体制の構築

〇 〇
市民との連携を追加、小柱
3に「担い手の育成」を分
離

2
地域における自主的な活動への支援

地域福祉活動への支援
〇

3 担い手の育成と支援 〇 〇
小柱1から「担い手の育
成」を分離

4 3 福祉サービス利用者の権利擁護 〇 〇
小柱の順番を変更、サービ
ス提供者の例示を追加

1 相談体制の充実 〇

2 自立と生活の支援 〇

1 子どもの人権の尊重 〇
いじめや不登校の児童への
支援を追加

2 特別な配慮が必要な子どもへの支援 〇
子どもの可能性の伸長の記
述を追加

3 地域の中の子どもの居場所づくり 〇
中高生世代の居場所づくり
への取組の記述を追加

4 子どもが成長するための活動の支援

1 全ての子育て家庭を支える環境づくり ○
情報提供の充実の記述を追
加

2 地域における子育て支援の充実

3 子どもの安全・安心な環境づくり

1 幼児期等の教育・保育の充実

2 ライフスタイルに応じた子育て支援の充実

3 質の高い教育・保育の提供

1 青少年健全育成体制の整備

2 青少年育成事業の推進と自主的活動の促進

3 非行防止活動の推進

1 2
趣味の活動や多世代交流の促進
健康づくりと生きがいづくりの推進

〇 〇 〇
小柱の順番を変更、能力や
経験を活かした社会参加の
必要性の記述を追加

2 1
健康づくりと介護予防の推進
介護予防と生活支援の推進

〇 〇 〇
小柱の順番を変更、データ
活用の記述を追加

3 社会参加と就業の支援 〇
元気高齢者による生活支援
サービスの事業化支援を追
加

1 介護保険制度の円滑な運用 〇
認知症施策の推進や介護家
族への支援充実の記述を追
加

2 介護サービスの充実

3 福祉サービスの充実

1 地域での見守り体制の確立 〇
災害時を想定した支援体制
の記述を追加

2 暮らしやすい住まいづくり

3 権利擁護と高齢者の尊厳の確保 〇

1 地域包括ケア体制の推進 〇

2 地域包括支援センターの充実 〇

1

3

5

7

9

11

大柱6「社会保障」から分
離

13

法改正に対応するため追加
15

17

中柱の順番を変更

中柱の順番を変更

19

中柱の順番を変更

21

23

25

27

法改正に対応するため追加
31

29



第５次朝霞市総合計画後期基本計画（素案）施策体系

no 章 政策分野 大柱 中柱
新
規

移
動

統
合

削
除

名
称
変
更

6 1 2

2 1

3 多文化共生

4 市民参画・協働

5 行財政 〇

2 まち・ひと・しごと創生総合戦略の推進 〇

67 2 問題解決に向けた支援体制の充実

○

66 基本構想を推進するた
めに

人権の尊重男女平等 1 人権教育・啓発活動

68 男女平等人権の尊重 1 男女平等の意識づくりと多様な性の理解促進

○

○

○

70 1 外国人市民が暮らしやすいまちづくり

69 2 男女平等が実感できる生活の実現

○

1 参画と協働の仕組みの検討

〇

71 2 多文化共生への理解の推進

73 2 3 情報提供の充実と市民ニーズの把握

72 1 2 市民参画と協働の推進

〇

75 2 3 公平・適正な負担による財政基盤の強化

74 1 総合計画の推進

77 4 5 適正かつ効率的な行政事務の遂行

76 3 4 公共施設の効果的・効率的な管理運営

79 6 シティ・プロモーションの展開

〇 〇

78 5 6 機能的な組織づくりと人材育成



備考 小柱
新
規

移
動

統
合

削
除

名
称
変
更

内
容
変
更

備考 頁

1 学校教育における人権教育の推進

2 社会教育における人権教育の推進

3 人権啓発活動の推進

1 人権施策の推進体制の充実 〇

2 人権問題について、国、県、関係機関及び庁内係各
課との連携

〇 〇
庁内関係各課との連携の記
述を追加

3
相談や連携による問題解決の支援

1 積極的な情報の提供及び教育・学習体系の確立 〇 〇 小柱3を統合

2 自己実現へ向けた学習機会の提供及び情報提供充実 〇

3 性と生殖に関する健康と権利の尊重 〇 小柱1に統合

3 多様な性の理解促進 〇

1 異性間やパートナーからの暴力の根絶 〇 〇 暴力主体の例示を追加

2 政策や方針の立案及び決定過程への男女共同参画の
推進

3
地域団体や事業所における男女共同参画の推進 〇

アンケート調査実施の記述
を削除、関係団体との協働
の記述を追加

1
外国人市民が暮らしやすい環境づくり 〇

取組の具体的内容の記述を
追加

2 市民団体の育成・支援 〇 〇 関係機関の例示を追加

1
交流・啓発活動の推進 〇

関係機関との連携の記述を
追加

2 学習機会の充実

1 条例制定の検討 〇

2
参画と協働の仕組みの検討 〇 小柱の順番を変更

1 市政への市民参画 〇 小柱2に統合

1 2

参画の機会の充実 〇 〇
小柱の順番を変更、多世代
参加の工夫の記述を追加

2

参画と協働の仕組みの検討 〇 〇
小柱の順番を変更、市民の
理解促進の記述を追加

1 まちづくりに関する情報の提供 〇 SNS活用の記述を削除

2 市民ニーズの把握

1 2
積極的な行政改革の推進
社会動向を踏まえた施策の推進

〇 〇 〇
小柱の順番を変更、SDGsの
記述を追記

2 1 行政評価の推進 〇 小柱の順番を変更

総合戦略は中柱1に統合 1 まち・ひと・しごと創生総合戦略の推進 〇

1 計画的な財政運営 ○ 財政推計の記述を追加 149

2
効果的な財政運営 ○

経常経費の節減合理化の記
述を追加

3
税収などの確保 〇

クレジットカードによる収
納実施の記述を追加

1 総合的・計画的な公共施設の計画的な管理 〇 〇 長寿命化の記述を追加

2
効果的・効率的な公共施設の運営維持管理 〇 〇

民間ノウハウ活用の記述を
追加

1
総合的・計画的な行政運営 〇 〇 部署間連携の記述を追加

2
公正で透明な行政運営 〇

適正な契約管理の記述が削
除

3 ICT等の適正かつ効果的な活用 〇 〇
AI・RPAの活用の記述を追
加

1
柔軟で機能的な組織運営 〇

地方分権の記述を削除、行
政需要への対応の記述を追
加

2 職員の能力開発と人材育成

1 シティ・セールス朝霞ブランドの育成
シティ・プロモーションを展開するための協力連携

〇 〇

2 地域資源の発掘・創出
市の魅力となる地域資源の発掘と活用

〇 〇

31
朝霞市とその魅力をPRするシティ・プロモーション
の展開
効果的なメディアの活用推進

〇 〇
様々なメディア等の活用の
記述を追加

大柱の順番を変更

131

大柱の順番を変更

135

大柱の順番を変更

133

大柱の順番を変更

137

139

141

条例制定等は中柱2で検討

中柱を統合する

143

145

147中柱を統合する

151

153

第5章から移動、分野を横
断し施策を展開していく

157

155


